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ＴＯＫＹＯ ＦＭ “ヒューマンコンシャス”キャンペーン・イベント 

The Reading Vol.1 を実施 

『詩の朗読』で“言葉”の持つコミュニケーションを再認識します 
 

 
TOKYO FMでは、ステーション・キャンペーン “ヒューマンコンシャス～生命（いのち）を愛し、つな

がる心～” をテーマとした、詩の朗読イベント「The Reading Vol.1」を実施いたします。 

日本を代表する詩人・清水哲男氏の詩を、シンガー＆ソングライターの大貫妙子さんが朗読。「言

葉の持つコミュニケーションの力を改めて認識するイベントシリーズの第一弾です。 

 

ヒューマンコンシャス～生命を愛し、つながる心～ 
TOKYO FMでは、昨年の開局35周年を機に、新たなステーションキャンペーン“ヒューマンコンシャス～生

命を愛し、つながる心～”をスタートいたしました。圧倒的な情報化社会の中で、本来の「人と人との繋

がり」が希薄となり、コミュニケーション不全による様々な弊害が現代社会の中で問題になっています。

そこで、心のコミュニケーションを通じて人間の安全性について考えていきたい---それがこの“ヒューマ

ンコンシャス”キャンペーンです。 

人と人を繋ぎ、結ぶコミュニケーションの重要な手段となるのが私たちが発する「言葉」です。現在、洪

水のように言葉や文字が溢れかえる日常ですが、実は私たちの心には「言葉」が ひとつも入ってきていな

いのではないでしょうか？コミュニケーションの齟齬や断絶がこうしたところから始まっています。そこ

で、「言葉」の持つコミュニケーションの力をあらためて認識する為、今回の『ポエトリー・リーディン

グ＝詩の朗読』を主軸としたイベントシリーズ「The Reading」を企画いたしました。 

 

主人公は詩人と朗読と音楽 
今、『詩』が脚光を浴びています。メールなどの簡易的な伝達手段が増える一方で、人の想いを伝えるも

のとしての『詩』の魅力が世代を越えて人々を惹きつけています。 

ステージには、「詩」の創造者、詩人・清水哲男氏が登場します。そして、このイベントで重要な役割を

担う朗読者は大貫妙子さん。詩人の「詩」に込められたメッセージを「朗読」で表現していくことは、表

現者としての稀代な能力と、伝えたい「気持ち」があってこそ成立するのです。 

また、ポエトリー・リーディングに併せて、ピアノとギターによる音楽の伴奏を即興で行います。声と音

楽という音声での表現により、人々の心の中にそれぞれの情景を浮かび上がらせていきます。 

 

 

《イベント実施概要》 
■タイトル：TOKYO FM HumanConscious presents “The Reading Vol.1” 

■日  時：2006年6月16日（金） ※入れ替え制 

1st Stage 18：00Open／19：30start 

2nd Stage 21：00Open／21：30start 

■会  場：JZ Brat (渋谷セルリアンタワー東急ホテル２Ｆ） 

■料  金：￥3,500(税込み）  

■主  催：TOKYO FM 

■企画制作：TOKYO FM／JZ Brat 

■出  演：詩人 清水哲男 朗読 大貫妙子  

■音  楽：天野清継（ギター）、フェビアン・レザ・バネ（ピアノ） 

■チケット：JZ Brat（TEL：03-5728-0168 URL：http://www.jzbrat.com/top.html） 

 

http://www.jzbrat.com/top.html


 

《出演者プロフィール》 

■詩人：清水哲男 
詩集『水甕座の水』（Ｈ氏賞受賞） 、『夕陽に赤い帆』（萩原朔太郎賞・土井晩翠賞受賞）、 『東

京』（詩歌文学館賞受賞）、 『黄燐と投げ縄（おうりんとなげなわ）』（三好達治賞）、 他詩歌文

学館賞など多数受賞している日本を代表する詩人。 

 

■朗読：大貫妙子 
73年、山下達郎らと「シュガーベイブ」結成、76年よりソロ活動開始。以来、坂本龍一、小林武史ら

をプロデューサーに迎え24枚のアルバムを発表、独自の色彩感を持つ静謐で暖かな作品を作り続けて

きたシンガーソング・ライター。 

 

■音楽（ギター）：天野清継 
92・93年連続で“SWING JOURNAL”誌の日本ジャズメン読者人気投票ギタリスト部門第2位を獲得する

など、人気・実力共に日本ジャズギター界の第一人者。多数のアーティストのレコーディング/コン

サートツアーに参加する一方で、テレビ・CF等の音楽製作も手掛けている。 

 

■音楽（ピアノ）：フェビアン・レザ・パネ 
西洋クラシック音楽の素養を生かし、ジャズや世界の民族の民族音楽を取り入れた、個性的な音楽ス

タイルのピアニスト。92年ディック・リー作のミュージカル「ナガランド」では音楽監督も担当し注

目を集める。現在は各地でソロ活動を行う一方、violinや中国古箏とのコラボレーションなど、多彩

な活動を続けている。 

 

 

本イベントの模様は、TOKYO FMの番組「Heart Sharing」（毎週日曜06:00～08:25放送）でも紹介いたし

ます。 

 

 

 

  

 


